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《論文》
地域社会再生の社会学
一スコットランド高地・島喚開発公社の地域｢活性化｣戦略に学ぶ－
内田
要旨
現在の地域社会研究の緊急の課題は，世界的にも国内的にも深刻化している，経済のグ
ローバル化によって引き起こされている地域間不均等発展の問題を解決する方途を究明す
ることであろう。世界的な地域間不均等発展は，日々の生命の確保さえままならない程の
貧困問題をかかえる多くの国々を生み出すとともに，いわゆる南北対立を先鋭化させ，国
際的な摩擦を引き起こし，世界の平和をも脅かすまでになっている。国内的にも，経済の
グローバル化に対応する日本政府の規制緩和・自己責任制を原理とする競争的市場経済主
義優先の政策展開によって引き起こされている地域間不均等発展は，地域経済と住民生活
を直撃している。すなわち，日本各地で，地域産業の解体・崩壊，地域生活の解体・崩壊
が進行しているのである。特に，沖縄・東北・北海道などの「周辺地域」と呼ばれている
ところでは，地域社会の崩壊をも招きかねない状況が出現している。
本稿は，そうした日本における「周辺地域」といわれている沖縄・東北・北海道の地域
社会再生を社会学的に探究していくときの諸課題を明らかにすることを目的としている。
そのためのヒントをえるため，本稿では，イギリスにおけるいわゆる「周辺地域」に位置
しているスコットランドの高地・島喚開発公社の地域「活性化」戦略を参照し，学ぼうと
思う。というのも，スコットランドは，新たな経済のグローバル化が進展していた1990年
代以降，経済的にも，人口的にもヨーロッパの中でも高い成長をはたしていた地域だから
である。そして，そうしたスコットランドの成長を支えていたのは，地域「活性化」のた
めの準政府機関であるスコットランド開発公社であった。本稿でとりあげる予定になって
いる高地・島喚開発公社も，スコットランドの中でもさらに「周辺的地域」である高地・
島喚地方の地域「活性化」に責任を負っている開発公社のひとつである。そこには，どの
ような政策と諸活動があったのか，強い関心を寄せて学んで行きたい。
キーワード：グローカリズム，地域福祉の実現と市民権の確立，経済開発と社会開発の両
立，コミュニティ・ビジネス・社会的企業，地域の自然環境と（生活）文化
はじめに
司
現在，新たな経済のグローバル化の進展の下で，日本国内だけをみても，より一層の地域間
不均等発展が進行している。とくに，北海道・東北・沖縄などのいわゆる「周辺地域」では，
地域社会の崩壊をも招きかねない状況もあらわれている。経済不況による産業解体・企業倒産
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